
はじめに
―なぜ毎回徹夜になるのか―

理系大学生の皆さん！　実験科目楽しんでますか？
あまりいい返事が聞こえてきませんね。
「時間が長くて大変。アルバイトもサークルも行けない！」
「実験中にやることが多くて大変。実験の操作をしながら実験ノートにいっぱ
い書かないといけない！」
「実験すること自体は楽しいけど、レポートがつらい。1回のレポートで20
ページになったりする…」
「レポートの書き方をよくわかっていないのに、誰も教えてくれない。だけ
ど、ダメなところがあると怒られて再提出になる…」
特に実験レポートの作成作業は負担が大きくて評判が悪いようです。実験レ
ポートをつくることは、科学的なものの見方を獲得できる、実体験に基づく深
い学びが獲得できるといった意義がある、とても大事な学びの作業です。
「それはわかっているけど、毎回（毎週かも？）レポート作りで徹夜になっ
て、とてもしんどい！」
なぜ毎回徹夜作業になってしまうのでしょうか？
本質的な理由として、科学の研究は手間と時間がかかるものだということが
あげられます。ですが加えて、大学1年生の皆さんにとっては、
・実験科目受講前からレポート完成までのだんどりがわかっていない
・レポートの正解となる書き方がわからない
・各作業に慣れていないから、長い時間がかかってしまう
・面倒なので、ずるずる後回しにしてしまう
・分割して作業できない
といったことも徹夜作業になってしまう原因です。
本書は、そんな皆さんの負担が少しでも軽くなるよう、日頃、学生にライティ
ングの指導を行っている著者3名が、自分自身の学生のときの経験や、教員に
なってからの実験科目指導、高校生の理科・研究科目指導の経験を踏まえ執筆
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しました。（実験科目の受け方も含め）主に自然科学や医学系分野のテーマを題
材に実験レポートのつくり方を豊富な実例を示しながらやさしく解説しました。
さらに、 一般的な学術的文章の作成法（アカデミック・ライティング：
academic writing）も紹介しています。本書は、北沢が第1章、山下が第2章、
堀がそれ以外を主に執筆しました。3名全員が担当箇所以外にも目を通し、完
成度を上げる作業をしました。

本書の想定している主な読者対象は、大学の理系学部1年生または2年生の、
実験科目を受講している皆さんです。また、探究学習などで意欲的に科学に取
り組み、まとまった分量のレポートを書こうとしている高校生の皆さんも想定
に入れています。大学の実験科目や高校の理科・探究科目を指導される先生方
にも役立つように執筆しました。

このような読者対象の皆さんの多くは、実験レポートの作成にあたって、や
さしく教えてくれる本が少なくて困っているはずです。本書の執筆にあたって、
市販されている、いくつかの大学の実験科目のテキストを入手してチェックし
てみました。テキストの内容の大部分は、各実験テーマの説明、実験装置の操
作法、安全上の注意点の説明などです。レポート作成に関する記述はあっても、
多くて数ページです。これだけを見て、ほとんど実験レポート作成経験のない
1年生の皆さんが、合格とされる実験レポートを書けるようになるとは、到底
思えません。また、高校の理科の教科書にも、実験授業時のノートのとり方や
報告書の書き方のコラムがありますが、生徒が探究学習に取り組むにあたって
十分な分量とは思えません。

本書を書いている2022年現在、日本ではアカデミック・ライティングやレ
ポートの書き方といった本が多数出版されています。これらの本の大多数はい
わゆる文系科目担当の先生がお書きになったもので、一般的なレポートの書き
方（本書でも付録で少し紹介しますが）に内容が限られています。理系学生が
実験レポート特有の事柄で困っている点を具体的にサポートしてくれる内容に
はなっていません。

理系のためのレポート作成指導書も少数市販されていますが、大学1年生が
困っている点に特化してサポートしてくれるものではないようです。とても詳
しく書かれていてたいへん参考になるのですが、書かれている内容が学部卒業
研究や学術論文作成以上のレベルのものがほとんどです。学部実験科目レポー
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ト用の内容が書いてあるものもありますが、実験レポートで困っている人向け
に手取り足取り教えてくれるものではないようです。
このような背景があって、本書を書いてみようと思うに至りました。本書が
困っている皆さんのお助けになれば幸いです。

■ 大学の実験科目担当の先生方へ

本書を書いている2022年時点で、実験レポートの書き方を相応に習得して
入学してくる理系学部の1年生は、非常に少ないと思われます。実験科目の割
り当て時間が少なく、手間のかかるレポートの書き方について詳しく説明して
いる余裕がないという現状もよくわかります。しかし、多くの1年生は困って
います。大学1年生の入学時保有スキルに配慮し、初学者が実験科目の受け方
と実験レポートの書き方を十分に習得する機会を与えてください。入学直後の
1回のオリエンテーション授業内で指導完了とせず、「最初のレポートでは構成
をしっかりつくろう」「次のレポートでは、結果を十分に伝えられる図表をつく
ろう」など、実験科目を通して段階的に習得できるように各回でのレポートの
目標を設定するのも一案かと思います。本書がそのような指導の際の参考にな
れば幸いです。

■ 高校の理科・数学担当の先生方へ

高校生に（理科や科学系探究科目などで）科学レポートを書く機会を与えて
あげてください。2022年4月から、新しい学習指導要領による授業群が開講さ
れます。新しい科目群は「探究」が大きなキーワードになっています。高校生
の探究の学びの成果を形にするのは、ポスター発表やスライドを使った口頭発
表などの方法もありますが、レポートを書いてみるのが特に有効であると考え
ます。レポートの分量はA4用紙で2～3枚程度でも大丈夫と思います。そうは
いっても、この分量は、普段の授業の提出物としては大規模なので、取り入れ
ることが難しいことは十分理解しています。ですが、高校生のうちに科学レポー
トを書いてみる経験をすることは、将来理系へ進学するかどうかにかかわらず、
21世紀の社会に生きる者として必要な科学的スキルを習得する手段であるとい
えます。具体的なレポート作成指導に困られたら、本書を参考にしていただけ
ると幸いです。
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